
                     令和４年度　第5回理事会（役員会）　議事録

◆日時：令和5年 2月  9日（木）10:00-12:00

◆会議方式：オンライン(zoom)で実施した

◆出席者:（敬称略）：安原代表理事, 岸田副代表理事，須田副代表理事，

伴理事,小浪理事、北相模氏（田中理事代理），霜越理事、丸山監事，常田顧問

＜欠席＞　岡本理事

【事務局】須田（兼）

◆議題：【審議事項】

1．前回議事録の確認【資料22-05-01】（安原代表）
　　　安原代表から、第4回理事会（役員会）の議事録が提示され、前回の議事について確認され､議事　

　　録(案)の内容について承認された。

２. 出版事業について【資料22-05-02a, b, c, d, e】【資料22-05-02b】（常田顧問，安原代表）
　常田顧問より資料に基づき標記の説明があった。概要においては資料にある青字部分が変更に

なった部分である｡東京官書普及(株)と契約の覚書を締結したこと｡広告について､福山コンサル

タント様が加わっていただいたこと等である｡その他､工程等詳細は資料に沿って説明があった｡な

お､今後の展開の中で島根県様で講習会実施の予定が組まれている旨報告があった｡

  東京官書普及(株)との覚書について､資料に沿って説明があり､収支において､消費税のインボ

イス制度の開始により､東京官書普及(株)との間で別途処理される旨説明があった｡

  また､安原代表および常田顧問より､本書の広告方法､そのパンフレット記述内容について説明

があり､東京官書普及(株)HPでの準備状況および本法人のHPでの掲載について提案があり

了承された。特記事項として、本書の出版に併せて、種々講習会を実施する旨記載することとした

。

　　安原代表から、本アクセスについてQRコード作成の提案があり、アクセス先について対応す

ることとした。なお、詳細事項を含めることによって情報量が変化し、QRコードが複雑（細かくなる）

ため、適宜検討することとした。

　　その他、献本先の検討、販売量、在庫量等の事務処理について説明があった。また、上記消費

税のインボイス制度の開始による東京官書普及(株)負担分を相殺する旨改めて説明があった。今

後、本件に関わる弊法人での事務処理について、状況をみながら検討することとした。

　　小浪理事から、「LRRI拠出金」について質問があり、本書のLRRIの受け取り冊数に対する

費用に対応する旨回答があった。

　　本書の販売促進にあたり、リーフレットを作成することとし、改めてQRコードの記載、著者紹

介（写真等）について議論があり、それぞれ対応することとした。安原代表より、販売促進の意味も

含め行政、団体等へ献本、案内状送付について提案があり了承された。なお、岸田副代表より送

付先名称を確認頂きたい旨あった、



３．個人会員の申込み【資料22-05-03】（安原代表）
　　　　　安原代表より、資料に基づき標記の説明があり、常田顧問の入会について紹介があり。　

　　　　承認された。

４．他機関との連携【資料22-05-04】（安原）
　安原代表から、（一社）GLOSS研究会との連携について、資料に基づき説明があった。

参考として、CREST２０２３についての案内があり、本連携とも併せて協力したい旨了承された。

５．. “LRRI関連情報交換のひろば“（仮称）の新設【資料22-05-05】（常田）
　常田顧問より資料に基づき標記の説明があり、本法人の情報蓄積、公開について提案があった

、LRRI会員の論文掲載、紹介については版権等の課題を検討するとともに、メタデータ等によるリ

スト化、リンクによる方法LRRIとしての技術資料作成については作成基準、規約等を検討するこ

ととした。また、岸田副代表より、法人業務活動におけるセミナー資料等のリスト化、アーカイブ、情

報公開について進めたい旨意見があった。

６．その他として

　「第3回技術者講座」の実施計画（案）について、安原代表より説明があり、今後検討を進　　めた

い旨あり、了承された。日程について提案として、５月１７日（水）および５月２４日（水）として、また

内容、分担等について土研センター様の意向を伺うこととなった。

◆報告事項　

１．令和5年度「エルリ塾」準備会報告【資料22-05-6】（岸田，伴）
　　岸田副代表から資料に基づき標記について、来年度に向けた「資格試験向けコース」の検討状況に　

　ついて報告があった。また、伴理事から、最近の受検制度の変更が多く、受検者状況等ヒアリングした

　い旨補足があった。

２．S18 受託業務報告【資料22-05-07】（安原）
安原代表理事より、標記茨城大学からの受託業務について報告があった。

３. 「レックスウオール工法」に関する調査報告（伴，安原）
伴理事より、標記について工法の紹介および対応について報告があった。評価、有効性等を進めて

いるが、今後のアプローチを検討しているとのことである。　 また、小浪理事より、今後うまく普及できる

とよい旨一言コメントがあった。

４．その他

　　今回、JSP様から報告予定の案件については、今後別途報告頂くこととした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（議事録作成者：須田）


